
極糧軍強
種種苗

ー
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
世
界
に
日
本
人
の
美
意
識
を
感
じ
る
|

宮
田
山

近
代
水
墨
画
の
流
れ
を
紹
介
す
る
全
国
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
美
術
館
と
し
て
来
年
四
月

二
十
九
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
富
山
県
水
墨
美
術
館
。

建
物
は
す
で
に
完
成
し
、
現
在
は
美
術
品
の
展
示
に
備
え
、
展
示
室
の
乾
燥
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ρ、
7 、

な
ぜ
水
墨
晶
か

「
優
美
」
「
幽
玄
」
「
わ
び

・
さ
び
」

な
ど
、
日
本
に
は
、
特
色
あ
る
風
土
と

長
い
伝
統
の
も
と
、
独
特
の
文
化
が
は

ぐ
く
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
を
支
え
て
き
た
の
は
、
現
実
の

奥
に
あ
る
形
な
き
も
の
を
追
求
す
る
美

意
識
で
あ
り
、
水
墨
画
は
、
そ
れ
が
最

も
如
実
に
表
れ
た
も
の
の

一
つ
で
す
。

し
か
し
今
、
こ
の
よ
う
な
日
本
人
の
美

意
識
は
、
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
か
ら
失
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

富
山
県
水
墨
美
術
館
は
、
水
墨
画
を

は
じ
め
と
す
る
日
本
文
化
特
有
の
美
と

語
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
人
の
美

意
識
を
再
確
認
す
る
場
な
の
で
す
。

問削幽・
〈
限
茶
「
北
斗
」
〉
・

四
季
折
々
の
食
材
を
用
い
た
和
食
な

ど
、
日
本
の
昧
覚
が
楽
し
め
ま
す
。

-
〈
茶
室
「
墨
光
庵
」
〉
・
・

本
格
的
数
寄
屋
建
築
の
茶
室
に
は
、

立
礼
席
を
設
け
て
お
り
、
静
寂
の
空
間

で
.
服
の
お
茶
を
楽
し
め
ま
す
。

な
お
、
展
示
室
以
外
は
、
入
場
無
料

の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

常
設
展
示
作
品
を
紹
介
し
ま
す

前
田
青
郁

「
風
神
雷
神
」

州

U

「
風
神
雷
神
」

は
豪
快
に
描
か
れ
る
こ
と
の
多
い

画
題
だ
が
、
作
者
は
淡
墨
の
渉
み
や
余
白
に
よ
っ

て、

軽
妙
な
趣
の
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。
自
在

な
筆
の
運
び
に
よ
り
、
墨
の
持
つ
酒
脱
な

一
面
が

よ
く
表
現
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

口
館
内
を
ま
案
内
し
ま
す

m醤:
:
(
常
設
展
示
「
近
代
水
量
蘭
の
系
譜
」
〉
:
:
:

横
山
大
観
、
前
田
青
郁
な
ど
、
近
代

の
代
表
的
な
作
家
約
二
十
五
名
の
水
墨

画
を
展
示
し
ま
す
。

-
〈
常
設
展
示
「
下
保
田
作
品
室
」
V

・i
-

日
本
の
画
壇
で
、
現
在
最
も
注
目
さ

れ
て
い
る
本
県
出
身
の
日
本
画
家
、

下
保
昭
の
水
墨
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

-
〈
展
示
室

1
、
展
示
室

2
〉・

多
彩
な
日
本
文
化
特
有
の
美
を
鑑
賞
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
日
本
画
や
染
織
、

陶
芸
な
ど
の
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

-

〈

映

傷

ホ

ル

〉

・

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
、
水
墨
画
の
起
源

や
近
代
水
墨
画
の
系
譜
な
ど
を
紹
介
す
る

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
を
放
映
す
る
ほ
か
、

講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
。

をめ
-君
事

-
友
の
会
会
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

十
月
下
旬
か
ら
募
集
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。
美
術
館
の
良
き
理
解
者
、
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

-
提
言
、
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

水
墨
美
術
館
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の

ご
提
言
、
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

ひ
ゃ
く
す
い

平
福
百
穂

ば
ん
ざ
ん

Z
ん
し
よ
う

「
晩
山
残
照
」

残
照
に
赤
く
染
ま
っ
た
晩
秋
の
高
原
を
シ
ャ
ー
プ

な
墨
線
で
表
現
し
て
い
る
。
画
面
に
漂
う
し
み
じ

み
と
し
た
東
洋
的
諦
観
や
、

薪
を
背
負
う
人
物
の

後
ろ
姿
に
は
、
人
生
に
寄
せ
る
作
者
の
あ
た
た
か

な
ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら
れ
る
。

- 9 -

• 市役所

至
魚
津

水
墨
美
術
館
で
は
、
開
館
記
念
特
別

展
と
し
て
、
「
横
山
大
観
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

会
期
来
年
四
月
二
十
九
日
明

i
五
月
三
十
日
叩

国

道
41 
号
線

至高山

市内電車大学前行「新富山」下車、徒歩5分

• 県庁
市
内
電
車

問
合
せ

至園道B号線

富
山
県
水
墨
美
術
館

干

9
3
0
1
0
8
8
7

富
山
市
五
福

7
7
7
番
地

(さ
あ
一
緒
に
、
み
な
い
く
)

包

0
7
6
4
(引
)
3
7
1
9

mm
0
7
6
4
(引
)
3
7
2
0

.富山

富山工業
高校• 闘

• 富山大学

至
高
岡

r四四ーーーー回目ー ーー・0担当者に聞きました。 寸

美のありかたは、人々が暮らす風土

に大き く影響されます。

例えば¥地中海沿岸の美術は、明る

い太陽の下で発達しました。このた

め、ギリシャ彫刻に見られるように活動的で肉体的な表現が多く 、

屋外展示力f盛んです。

一方、高温多湿の日本の美術は、雨や雪を防ぐためにひさしを長

くした家屋の内部で発達しました。薄暗い室内で光を放つ金扉風、

蝋燭の明かりの下で輝く蒔絵箱、刻々と変化するかがり火の中で

演じられる薪能の能面など、日本の美の根源は聞にあるといえま

す。

水墨美術館で、は、こうした日本の美を体験していただく ための条

件整備に、とことんこだわっていますD

屋根のひさしは五メートルあり 、太陽光線を遮るようになってい

ます。また、照明を暗くして蝋燭の光を再現できる展示室や、障

子ごしの光で作品を鑑賞できる床の間がある展示室も整備されま

す。

来春、水墨美術館でたくさんの方々にお会いできますことを楽し

みにしております。L______山間四四回目四----回目山田叩岡山J
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県教育委員会文化課主幹 (新美術館建設担当)

福井文夫


